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シンポジウム
アジアの焼畑から何がみえるか
日時：2009 年 12 月 5 日（土）
場所：国士舘大学梅ヶ丘校舎 34 号館 B-303 教室
共催：総合地球環境学研究所・里プロジェクト
コーディネーター：原田 信男（21 世紀アジア学部教授）
姫田 忠義（民族文化映像研究所）
日本の焼畑から
午前中に高知県の椿
つば
山
やま
という集落での焼畑の状況をわたしたちの研究所が記録した映像を見てい
ただいたようで、大変ありがたいことです。
わたしが接しました最初の焼畑の村がこの椿山です。焼畑という関心で入りましたが、実際にそ
こで暮らしている人たちの姿を足かけ4年間通って学んだことで一番大きなところは、焼畑の民は
焼畑だけで暮らしているのではないということです。人類の生活史の発達を考える際に「それは狩
猟・漁
ぎょ
撈
ろう
時代でしょう」とか、「今度は農耕時代に入ります」という時間的なケージでものを考え
るという癖がわたしたちにはありますが、それは一応の真実ではあっても、同時に間違いにもなっ
ています。
先ほどのお話にも出ておりますように、エコあるいは自然の環境という言葉は昨今のわたしたち
の意識に非常に強くあると思いますが、何を基にして言っているか、何を手がかりに考えているか、
ということもやっぱり吟味すべきであろうと思います。
椿山で教わりましたことは、今日映像でご覧いただいたと思いますけど、必ず家のそばに畑を作
っております。焼畑をしていると、自分の家のそばに「こやし」と称する定
じょう
畑
ばた
を持っております。
この定畑はどういうふうな展開史をしたか？なんていうようなことは、この椿山で考えたことはな
かったんです。しかしそれから10数年後に越後の奥
おく
三
み
面
おもて
という所でいろいろ学んでおりましたとき
に、半栽培といいますか、自然の植物を自分の身近に移植してくる、特に水辺に移植してくる、そ
ういうあり方を日常的に教わったわけであります。この半栽培というのは農耕段階からいうと前の
段階だよ、あるいは自然採集段階だよ、というふうに分類することはできるとは思いますが、生活
者にとってはそれは自然なことなんです。例えばワサビならワサビ田を自分の家のそばに、特に山
の村は水がありますから、その水をどういうふうにコントロールして生きていくか、これはもう基
本的な大問題でありますが、その中に水路を開いたり、自然の谷筋や沢筋を活用して生きていくと
いう技術が集積されていると思います。それが例えば水田なら水田に水を運ぶという用い方のみで
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はなくて、自分の足元である山自体を安全に保ち、水を確保していくといいますか、水をコントロ
ールしていくと。災いをできるだけ防いでいくという、そういう視点でも水の問題は扱われ、接し
ていると思います。その中に、ここは水はけを良くしたらいいんだ、というだけではなくて、そこ
に水が流れていればそれをいかに活用しようか、という工夫は必ず必要です。そのことを越後の奥
三面で、わたしは多彩な形で学ぶことができました。そして今言いました定畑といいますか、すぐ
そばの畑には焼畑の作物とは違う作物が植えられます。これも大きな課題であります。
なぜ違うかというのを詳しく言いますとそれだけでも時間をとられますから、それは置かせてい
ただきます。
それともう1つは、人間の労働の時間というものを含めた考え方で身近な所にある半栽培の地と
いうものを見なければならないということを奥三面という所で教わりました。どういうことかとい
いますと、人間は1日のある時間数お日さまの照っている時間を軸に働いて、農耕をする、あるい
は狩猟をする、あるいは漁撈をするとかいう時間を設けるわけですが、それは移動する時間という
ものを加えて何時間ぐらい1日働けるかということを必ず計算しております。越後の奥三面の場合
には、移動には2時間が指標でした。焼畑はそんな遠くまで行かない所に設定しておりましたが、
狩猟（ハンティング）では動物の行動範囲はものすごく広いですから、それに対応するためにどれ
だけの時間をかけるかということに関わるわけです。日帰りで帰ってこれるときには往復4時間、
これが1つのめどであると聞かされました。それで一気に思い出すんですけど、例えばわたしたち
のような新幹線に乗って通勤するというような都市生活者が考えるときに、一体何時間乗ったら1
日往復して、仕事をして、帰ってきて、というリズムがつくれるか？と考えたら、やっぱり2時間
ぐらいかな？と思うんですね。
つまり、大昔の人であろうが今日のわれわれであろうが、生身の生命体である人間である以上は
ひとつの共通の条件というものを持って生きていくということを改めて考えさせられたわけです。
つまりそこまで立ち戻って考えませんと、物事の細分化されたものだけを考えてしまうということ
になりませんでしょうか。
椿山というところは、ついに水田が作れませんでした。これは戦後も猛然と試みたんですけど駄
目でした。水が冷たすぎる。それをコントロールするには急峻すぎる。そういう条件がありまして、
おそらく本格的に焼畑を最後までやり続けていったのはここではないかと思います。もうエコだと
か観光だとか特産品だとか、そんなことを考える前に、日常生活の中で自分の生活・生存を満たし
ていこうとしていた意味での焼畑をやり続けていた最後の地点ではないかとわたしは思います。
今から10年あまり前、20世紀の終わりにここで完全に無くなりました。ここと、越後の奥三面と
いう所とを合わせて話をさせていただきましたけれども、物事の総合的な視点というものを見失っ
たらいけないな、ということを教わったわけであります。
焼畑、そこには人間の生活・生存にとって欠かすことのできない火という存在がしっかりと位置
づいています。人類の人類なるゆえんは日の活用に始まるといわれます。椿山の作業以後、私達の
研究所も日本各地の焼畑地での記録作業を続けてきましたが、その結果私は一つの認識に到達しま
した。それは、焼畑はただ単に農耕作物、言い換えると食べ物をつくるためだけのものではない。
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衣食住すべての領域にわたって活用されてきた生活技術、生活文化だということでした。今それを
詳しく話す余裕がございませんが、先ほど言いました総合的な視点ということにも関わることです。
次の機会にでもぜひレポートしたいと思っています。
ところで、つい最近でございましたけど、この火の使い方について、たまたまこれは佐藤さんが
かかわっておられるんじゃないかと思うんですけれども、インドネシアへ調査に行った人たちの中
にいたぼくの知り合いがしてくれたレポートで、非常に「うん？」と思ったことがあります。大雑
把な論法をちょっと今、図に書いてみます。
われわれはこういう所でやっているのを見てきているわけです。ところがこのレポートを聞きま
したら、これが山の稜線です。ここが山の尾根筋で、この尾根筋の向こう側へも火をまわしている
んですね。いかがですか？　ラオスなんかこういう形でやっておりますか？
そして火を放つのは尾根筋のこっちからと。わたしはこれを、ああ面白いなと思いました。と申
しますのは、椿山のフィルムをご覧いただいたとき見えたかと思いますが、実際には撮影は火が放
たれるとそのディティールはムービーで撮るのは容易なことではないです。ということは、風が吹
き上げているときには一番高いところの風下側から火を打っていく。ところが、彼らのレポートで
は、どう火を打っていったのかはわからないけれど、山の稜線にまたがって山焼きが行われている
というのです。この空間の下からきますかね。ただし、この両サイドから火がきたということに、
わたしは非常に驚いたわけですけど。
それともう一つ、椿山で教わったことを思い浮かべながら詳しく知りたいなと思いました。それ
は火の打ち方です。椿山では火を打っていくときに一列に打っていくだけでなく、二列に打ってい
く方法がある。日を二列に打っていく、つまり一方から打ちっぱなしではなくて、火を立てるとい
うか、打ちあっていく。二列に打った火はこう、お互いが呼び寄せていくように立ち上がり、風の
向きに従って地面に寝ながら、というか這いながら伐り田倒された草や木、そして地面をジリジリ
ジリジリと焼いていく。そういう火の動きで地面の表面だけじゃなく大地をジリジリ焼いていく深
さが生まれてくる。椿山はそれを教えてくれたのですが、さてインドネシアではどうなんでしょう。
これは日本の神話の中に出てきます。ヤマトタケルノミコトが駿河の野で賊に囲まれて、周りか
ら火を打たれて逃げ場がなくなるんだけど、持っていた剣で周りを刈り払って、つまり火道を作っ
たんですね。そうして内側から外側へ、火打ち石で火を打ったという神話です。これが、わたしが
椿山という所へ通ってこの話を聞いたときにとっさに連想した、一番最初の連想でした。
人間は、自分の労働力で生きて食べていきますし、相手の植物の性質をよく知らなくちゃなりま
せん。そうでないと農耕は成り立たない。しかもその2つの要素だけでは成り立たない。そこのと
ころに人類の工夫があったと思いますし、今の火というものの存在は、実はそのような働きを成り
立たせる一番大事な、基本的な方法といいますか発見であっただろうというふうに思います。
日本ではこの火という存在については、火というものはありがたい、という程度のことであって、
恐ろしがるということはありませんが、民間伝承あるいは信仰の形態などを考えていきますと、日
本の中でも火の恐ろしさについて、それはむやみにやれるものじゃないという意味で、火の恐ろし
さを知っているところはあります。今年の3月にフィリピンで或る国際会議がありまして、そこへ
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呼ばれて行きましたときに、インドネシアの人に教わったことがあります。それは「火と水に対す
る信仰は日本ではどういうものでしょうか？」ということを問われたわけです。それでわたしが持
っていた椿山の資料とかアイヌの資料とか、いろいろなものをお見せしたりして、話をしたんです
けど、端的な言い方だったんですけど「インドネシアでは火を非常に恐ろしいものとして考えてい
ます」という言い方をしておられました。実際は分かりません。それはこれから勉強しにインドネ
シアへ行きたいなと思っておりますけども。そういうふうな意味で火のイメージといいますか、火
の働きというものを知っているようで実はまだ…。われわれはもう忘れているといっていいんじゃ
ないでしょうか。恐ろしさをも含めた、ありがたさと恐ろしさと尊さとマイナスというものをすべ
て体感していくと。それがおそらく人間の生活の素直な有り様ではないだろうかというふうに思っ
ています。
今回のこれは、今原田先生がオリエンテーションをなさってくださったわけで、それに応えるだ
けのことができるかということを一生懸命考えながらわたしも参りましたんですけど。まずやっぱ
りそういう認識の仕方というのを前提に考えたいものだというふうに思います。
それから、疑問点としては、今ここで例を挙げましたのでもう既にその疑問というのはちょっと
こう、ワンステップ解消しているんですけど、従来いろいろな方と話をしておりましても、日本の
焼畑というのは下から焼かないという基本的なあり方があるようです。そしてその理由というもの
をいろいろ聞くことはできるんですけど、一方インドとかインドシナ半島とか、そういう所のレポ
ートなんかを聞いておりますと、なんかこう、下からやるということが基本のようにうかがえるん
です。わたしはそれは、そうかなあ？それはもっと具体的に聞きたいものだ。学びたいものだ、と。
あるいはもしそうだとしたら、どうして下から放つということを妥当なこととしてやっておられる
のだろうか？　逆に言えば、日本はなぜ上から焼くというふうにやってきているんだろう？　とい
う疑問を考えることになるわけであります。
それで先ほど言いましたように、このインドネシアのある例が、実は下からだけではない。最初
に見たとき一見上に見えたんです。こっちから来るよ、という図なんですけど、このように書いて
ありましたものですからね。これはどういうことかよく分からないので、その図を尾根越しに両斜
面に跨って描いた人にいろいろ聞いたんですけど、実際はその人は見ていなかったんです。ただ「現
地の人がこういうふうに書いてくれた」と言うんです。だからこれをたしかめたいですね。そして
この場合に、やっぱり下から打っていくということになります。それで、これは違うな、というふ
うに思っていたんです。実は昨夜、つらつらと今日のレポートのために考えたことでした。今言い
ましたように、これは火を打ちあっているんじゃないか？と。もしこの方法があるとしたら、やっ
ている意味合いというものは何だろう？と考えたわけであります。大変火が遠いです。椿山でやっ
ているような、もうすぐ自分でこうやって、今度はこっちへ打って、こういうふうにいきません。
それだけ遠いんですけど。ひょっとしたら地勢条件が。でもこれは山の尾根筋を跨っています。そ
れで聞き見せてくれた人に聞くと、相当傾斜度が低いというふうに言っていました。だからまだよ
く分かりません。分かりませんが、こういう方法があると。峰の両側から打ちあっていくらしい方
法というものに気づかせられました。
今日は、こと焼畑に関しての専門家がいらっしゃるので、それはこういうことだよと是非お聞か
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せいただきたいのですが、とにかく焼畑に関してもまだまだ認識できないことがたくさんあります。
焼畑は、自然破壊の元凶だなどという論もまかりと追っている時代ですので、しっかり学び直さね
ばと思っているわけです。
いかがでしょう、原田先生、今私のお話した山の両面から焼いたらしいインドネシアの例につい
て、隣におられる川野先生に「いま、こう言ったけど、どない思う？」というような調子でこの会
を進行したらどうだろうと思うんです。
いっぱいあるんですけど、まず前提はこれで…。「先生、ちょっと予定は違うかもしれませんけど」
「おまえ、それ言ってるけど何だ？」と言うと、質疑が。わたしは例えば川野さんに「今こう言っ
たけどどない？」って聞きたいわけです。さっきは顔を見てこう言ったんですけども。そういう調
子でやれないだろうかと思いますので、乏しいレポートでごめんなさい、すみませんが、いかがな
ものでございましょうか。
原田：	せっかくの姫田先生のご提案ですので。ぼくはやはり技術、特に火の技術ですね。最近これ、
劣化しておりますので。むしろ先生のご提案を受けたかたちでいろんな議論をさせていただ
きたいと思いますので、どうぞ先生は司会のようなかたちでそのまま。
姫田：	ああ、そうですか。そうしたらもう1つだけ加えます。技術、火という問題で言いますけど	
も。焼畑をやったときに火は地面のどこの深度まで焼いているんでしょうか？あるいは、何
を焼いているんでしょうか。ごめんなさい。分かったことを聞いているようですけど。実は
わたしは測ったことがあるんですよ。越後の奥三面でも測りました。こう、センサーを入れ
ましてね。そんなことを言っておいて、ごめんなさいね。伺いたいんですよ、火を放つとい
うことはどういうことなんだろうって。
川野：鹿児島の川野でございます。今、姫田さんの方からご質問を受けましたが、お答えしますと
自分の発表の内容がなくなってしまうことになりますから。
姫田：いや、いいんじゃない？それもまた。先の人が次の人にバトンタッチする。先取り先取りし
ていくうちに、つながりがグーッと広がっていく。
川野：姫田さんが最初言われた、山のものを水の近くに引き寄せて栽培している。半栽培だと。わ
たしたちの所ではこれを「たてる」と言うんですよね。「たてる」というのは人をたてると
かいうあの「たてる」と同じなんですが。自然のものを持ってきて、人間が心配りといいま
すか、そういうことをする。それを「たてる」と言います。さっきおっしゃったように農業
の栽培というのは、初発はやっぱりそういうものなんじゃないかな、と。九州山地から南九
州を歩いていますとそういう考えをみんな持っているんだということがよく分かります。
	 それからこの火の入れ方の違いというのは、わたしもラオスでいつも聞くんです。「なぜ下
から入れるのか？　しかも風上から入れるのか？」という話を聞くんですが「その方がよく
燃える」と言います。日本で聞くと「下から放ったら表面だけがサッと燃えて、よく焼けな
い」と言うんですよね。その違いは何だろう？　ということをいつも聞くんですけれども、
ラオスの彼らは答えない。答えないというか、ないんだろうと思うんですね。「下から焼く
もんだ」という。「よく焼ける」という。ところが、上から火をつける連中が出てきた。そ
れは、農林事務所が指導しているからです。しかし、やっぱり上からちゃんと伝統的な方法
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としてそれを持っている人たちが実はいるんです。少数派ですけれども「おれたちは上から
焼くのだ。だからあいつらがやってる焼畑は山が荒れるんだ」という言い方をちゃんとする
人たちもいるわけです。そういうのを、やっぱりきちんと今まで拾わなかった。まだこの点
については考えなきゃならない問題があるかと思いますが。彼らは「よく焼ける」と言うん
ですが、しかしそれはわたしたちから見るとほとんどあまり焼けていないという感じがする
んですよね。
姫田：大まかな言い方をして、それは多数派の方の言い方ですかね？
川野：そうです。多数派です。
姫田：少数派の意見を押しつぶす形で多数派の論理通しますね。で、多数派の背景にはね、これは
インドネシアの場合最近こういうレポートも出ているんですけど。ごめんなさい、時間を取
りあいしているようなものですけど。ごめんなさいね。新聞の記事です。インドネシアで焼
畑が非常に盛んになって困いると。そのときに、ある時期以降に、大規模に焼くようになっ
たという表現があるんです。ああ、これは資本が入ったな、とわたしは思いました。そこに
住み続けている人がやっている伝統的なものじゃなくて、焼畑と言ってるんだけど、他所か
らの資本によるもの、そうすると規模を大きくしようとする。でないと採算がなりたたない
という発想が当然ありますから。さて。そういう点で見れば、インドネシアでもそういう事
態がどんどん……変化が起こっているんじゃないかな？ということを想像いたしました。
川野：	もう1つ、ぼくが今考えているのは、日本の焼畑の火入れの方法とラオスの火入れの方法で
何故違うかというと、日本の場合は3年4年5年と輪作をしていくわけですね。そのためには
やっぱりきっちりと深く焼いて畑にしておかないといけない。そのためにおそらくそういう
ことをしているんじゃないかな、と。逆にラオスの下から焼くのは、1年しか作物を栽培し
ない。表面をサーッと焼いて、森が早く再生するように徹底して焼かない。そういうことの
違いなのかな、ということを今考えています。
姫田：今のお話ですぐ連想したことがあります。それは、修験道。修験道では、山道を開いたりし
ていくときにナタやマサカリで草木を払って道をつけて修行をしていきますけれど、その場
合に絶対根こそぎにしないと聞きました。根を抜かないで地表部分を切るだけ。だからすぐ
に修験道の道は草木が再生しちゃうんですよ。そのことを思い出しました。それに対して、
焼畑は3年なり5年なりというふうに焼いた大地の力を活用し、それ以後になると自然の状態
に返す、そういう循環の論法を見つけだしていった、その日本人なりの発想法と実践の意味
というものを、ぜひ総合的に論証し、伝えていただきたい。でないと自然破壊の元凶論だけ
が生き続けてしまうと思います。ともあれ、焼畑が行われてきた地域の大地というものは、
草木の生命力の強い大地といえるでしょうか。とにかくすぐ草が生えてきますね。そして、
	 その草のために、撒いた作物の種子が枯れてしまう。
	 椿山ではわたし自身も手伝いました。ということは、カメラマンはずーっと回していますか
ら忙しいんです。ディレクターというのは暇なんですよ。手ぶらですから、手伝いに行くわ
けです。それで痛感いたしました。火を入れる前の準備だけじゃない。火を入れた後も大変
なんだ。大変な労力と時間が必要なんだ。そしてこのことの存在を見逃したところで、焼畑
というものは成り立たないと日本の場合は考える必要もあると思っています。そしてこの大
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地の内の存在との格斗が焼畑の民の祈りのなかに投影しているように思いました。1つお伺
いしますが、ラオスではお祈りをしますか？火を放つとき。
川野：火を放つというか、そこに棲む霊たちから森を借りるといいますか、あるいは霊たちに立ち
退いてもらう。あるいはその霊が伐採してもいいよ、という許可を与えてくれるかというこ
とについては、かなりシビアです。
姫田：日本も、今日見ていただいた通り、まずお祈りをいたします。「山の神様、地神様、どうぞ
お守りください」「秋葉様、初午様、どうぞお守りください」、こう言ってるんですよ。そし
て、その次にこう言うんです。「這んで逃げるものは這んで逃げ。跳んで逃げるものは跳ん
で逃げ」這んで逃げるっていうのはアレですね、ヘビ。それから跳んで逃げるというのは虫
類。ピョンピョンと跳んで逃げる。それらを、どうぞもう行ってくれよ、と。そしてまた戻
ってきてくださいね、とは言わないけれども、戻ってくることを知っておりながらそういう
祈り言葉を言うわけです。そしてそれは、厳しい、激しい労働、身体的体験に深く結びつい
ている。というか、そこから発している。つまり、精神文化とわれわれが呼んでいるものが
どういうものであるかということにつながっていくと思うんですね。大地に対する祈りは、
山の神への祈りであるだけではなくて、それはそこに生物、生命体が存在していると。その
人たちの存在に対して、あるあいさつというか「跳んで逃げろ」と言ってはいるんですけど、
そこにおれというのとは……言葉は乱暴みたいですけど「そこにおれよ。焼いてしまうから
ね」と言っているのとは全く違うという、精神的働きであるということははっきりしていま
す。そういう点で、祈りというものをやっぱり伴っていると。これは、どこの人も多分そう
いうものを火という恐ろしい、ときには大変な山火事を起こしたりしてしまう災いの元にも
なるという意味で、それがさらには山の神への祈りみたいなことになるんでしょうけれども。
何にしても、そういうもののなかにトータルな自然というものにタッチしている人間の対応
の仕方といいますか、文化といいますか。それが技術面から精神文化の面から、あらゆる面
から認識されなきゃいかんなあというふうに考える必要があると思うんですけど。実は稲作
農耕ではどんどんどんどんそれが形骸化していくと思います。形式化していく。焼畑という
ものを実際にそこで体験したりしておりますと、そういうことを反すうする。本当にかけが
えのない手がかりを与えてくださっているように思うんです。
原田：ちょっと佐藤先生の方から先ほどの火の問題で。
姫田：はい。
佐藤：先月大分でシンポジウムをやったんですが、そのときに焼畑じゃなくて野焼きの人々だった
か、阿蘇の外輪山（がいりんざん）の辺りの野焼きをやっている人に来てもらった。そのと
きの話を今フッとフラッシュバックのように思い出したんですけれども。彼らはまさに先生
が今おっしゃった、迎え火を打つっていうんですよね。それはこっち側からかけている火の
勢いを打ち消すのに迎え火を打つんです。それが、ようするに火をコントロールする重要な
テクニックの1つだという話をしていました。なんでそんなことをしなきゃいかんのかな？
と思っていると、あそこの野焼きというのは放牧地なので、焼畑と違ってあとで作物を撒く
わけではなくて草木にまたすぐに芽を生やしてもらわないといけないということがあるの
で、焼いてしまうと具合が悪いんだそうです。そうなるとやっぱりほどほどの焼き加減とい
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うのがすごく重要になってくるので。
姫田：それが可能なのは阿蘇の外輪山のあの地勢ですね。
佐藤：はい。
姫田：だからこの迎え火を打っちゃうという方法も、急峻な所でやっているときと、なだらかなと
ころでやるときとでは距離のおき方とか、いろいろ違いがありましょうね。それと風の吹く
方向とか強さとかも重要なところでしょうね。
佐藤：それはそうです。だから何を次に撒くかとかどういう地形かとか土の中にどれだけ水がある
かとか、いろんなことで、いろいろな組み合わせでやっているんじゃないですか。
姫田：そうですね。そういう意味の組み合わせとか、それを実現するための細かいステップの踏み
方など、焼畑というものの全体像を伝える一覧表といいますか、重要な、学術的な意味での
データとしても生み出しておかないと、と思いますよね。
佐藤：若い世代に焼畑の研究をするように先生の方からも焚きつけてください。
姫田：はい。本当にそう思います。そして最後にですが、先ほど控え室の方で先生方のお話を伺っ
ていたときに、非常に大きな課題として浮かんでいたことがあります。それ、先生方に無断
で先に言っていいですかね？いいですか？アジアというのはどういう所だ？という。アジア
のナントカだ、という。今回もアジアの焼畑から何かというテーマですけど。アジアという
場の設定というか定義の仕方をどうするか？ということにかかわるんですが、そういう点で
わたしたちがいる日本列島も、どこかアジアと称する、言われている世界に属するわけです
が、そのアジアの中でもラオス、インドネシア、フィリピン、台湾のお話も伺いますので、
そういう地域のバリエーションといいますか、いろいろな姿があって、技術的な意味でのデ
ィティールというのはもうどんどん違っているでしょうが、それらを通じて、共通して人間
は何を願っているかというところを探っていきたいと。そのことをやりませんと、おらが国
さでみんな、キリスト教国はキリスト教が一番偉いと思っていますし、各国そういうことに
なっちゃう。それをなんとか乗り越えようというのが実は今の時代の模索だろうと思うんで
すね。それはひいては国の問題のみでなくて1人ひとりの生活、例えば結婚して子どもがで
きたら子どもがどう生きていくか、そういうことを考えたときの考え方の基本を考えるとい
う、本当にそういう意味の大事な機会をこの場は開いてくださっているというふうにわたし
は思いますし、願うわけであります。どうぞよろしくお願いいたします。
川野 和昭（鹿児島県黎明館）
ラオスの焼畑から
鹿児島の川野でございます。今日は火耕班という里プロジェクトの研究成果としてラオスと南九
州を比較する形で発表をさせていただきたいと思います。
ラオスという国は、西がタイ、北西がミャンマー、北が中国、東がベトナムで、真ん中をこうい
う具合にメコン川が流れているという国であります。海に開かれていない、閉じられた国でござい
まして、ラオスの人たちは「おれたちの国は右手だ」とよく言います。ちょうどこう、首都ビエン
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チャンより北部の方が手を広げたような形になっているというふうに表現をいたします。
こういう話をすると「なんでラオスなんだ？」、「どういう正統性があってラオスなんだ？」とい
うことをいつも聞かれるんです。これはしょうがないなと思っているんですが。かつて折口信夫と
いう人は「沖縄、沖縄」と、もう繰言のように言って沖縄に通うわけですね。日記にも「みんなが
沖縄狂いだという非難をするけれども、しかしわたしの心は沖縄に向いてるんだ」というようなこ
とを言うわけですけれども。おこがましいですが、同じような感じです。
わたしは、今から14年前に勤めております博物館の企画特別展で『鹿児島・竹の世界』という展
示会を行ったんです。その調査の折りに大阪の民族学博物館の収蔵庫に入れていただいて。竹の生
活道具で、日本列島では少なくとも鹿児島にしかないというものがあるんですね。近づいてみると
それがことごとく東南アジアなんです。これは何だ？これは何なのよ？と驚きとショックを受けな
がら2週間ぐらい民博の収蔵庫にこもりました。そのときに、これは違う文化ではなくて、「竹」を
キーワードにすればつながっていくと気がつきました。それで、よし、「竹」をキーワードにして、
環シナ海、当時は東シナ海のことしか考えていなかった。南シナ海もあのとき入れておけばよかっ
たんですが、で比較していけば、鹿児島の文化の深い所が「竹」を通してみれば分かるんじゃない
か、と思ってやり始めたんです。
その展示会が県の本議会で褒められて、質問議員に対するガス抜きみたいな感じでラオスに行か
せてもらいました。竹を見ようと思ったんですが、そこに行ったら見る物見る物、ああこれはあの
本のあそこに書いてあったあれだ、と南九州や奄美の生活全般、全部につながっていくんですね。
それでもう帰るときは、次いつ行こうか、という感じでラオス通いが始まったんです。そこで、ラ
オスの国に住みながら自分たちのことをラオス人と言わない人たちがいるということを、頭の中で
は分かっていたんですが衝撃的に知りました。着ている物は違うし言葉も違うんですけども、それ
よりも、例えば、ぼくが南九州で研究している背負いカゴとかそういう物を見ると、民族ごとに違
うんですね。鹿児島ではそれが地域ごとに違うんです。そういうことってどういうことなんだろう？
ということを考え始めたら、今までの日本民族学でつけた理屈は、ほとんど鹿児島にあてはまらな
いんです。それでもう興奮のるつぼの中に入りまして、鹿児島で調査している、あるいは勉強して
いた視点でラオスの北部を走り回り、帰ってきたらラオスで見た、「少数民族の視点」とぼくは言
うんですが、目で鹿児島をもう一度眺め回してみるということをこの十何年続けているわけです。
結論的に言いますと、日本列島の文化「日本」であるとか、「日本文化」とかいうものが決して、1
つの原日本文化みたいなものがあるんではなくて、地域ごとにさまざまな、隣接するアジアの世界
とつながってその地域にいろんなかたちで展開しているんだと。それは決して原日本から地域的な
違いや歴史的な違いで亜種として存在するのではないんじゃないかということを考えまして、そう
いうことに今懸命に打ち込んでいるわけであります。どうなるかは全く分かりませんが。
それで2番目に、文化史的に語られなかった焼畑というものがあります。これは2つの意味があり
まして。佐々木高明さんも野本寛一さんも、ほかの研究者も、今まではずっと前提のごとく「焼畑
といったら木の山を切って焼いて作物を作るんだ」と、そこまでなんです。しかしわたしが南九州
で聞いていると「木の山なんか焼畑にするなんて良くない。竹のある所こそが焼畑には適するんだ」
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と言う人たちがいるんですよ。例えばトカラ列島から大隈半島の東海岸、それから九州山地。この
辺りでは強烈にそういうことを言うんですね。そういうものが『Ⅱ－1　南九州の竹の焼畑』と、
そこに書いたいくつかであります。
なぜそういうことを感じたかというと、わたしは坪井洋文さんとも東海岸を歩いてそういうこと
を聞いたんですよ。トカラ列島については、「竹が材料になってて島ごと竹だ」ということもずっ
と言い古されていた。しかし、それをもう一度振り返ってみようと思ったのは、九州山地の熊本県
の五木村という所である山を歩いていたら、標高800メートルぐらいの所にこういう真竹が生えて
いるわけです。木と混ざって大きな太い竹が生えているんです。標高800メートルでこういう竹が
生えている竹山があるというのは常識ではありませんでしたから、ぼくがとりついている白石スギ
というおばさんに、ある日聞いたんです。「おばさん、あんな高い所に竹がいっぱい生えている。
あれは何だ？」と言ったら「それはタカヤボよ」って言うんです。タカというのは竹ということで
す。ヤボというのは焼畑ということです。それで「えっ？何だそれは？」って言ったら「そりゃあ
おまえ、木の山は焼いたら5～ 6センチしか焼けない。タカヤボは1尺焼けるんだ」というわけです
ね。「もう木の山なんか焼畑にするもんじゃないんだよ」と、脳天をかち割られたわけです。「おば
さん、もう3年ぐらい焼畑の話をずっと聞いているじゃないか。なんで教えてくれなかったの」と
言うと「おまえは聞かなかったじゃないか」と。たったひと言でしたね。「よく焼けるでしょ、作
業は簡単だ、斜面が流れない」いろんなことを言うんです。それで前の聞き書きを全部ひっくり返
してもう一度考え直そうと思って、大隈半島からトカラ列島のことをもう一度やってみた。さらに
ラオスに行きましたのでそのことを聞くと、南九州で聞いているのと全く同じようなことを言うわ
けです。
これはひょっとして、と思って竹の焼畑の調査項目というものを立てた。もう項目は90近くにな
っておりますが、それが『南九州の竹の焼畑とラオスの竹の焼畑』という項目であります。そこに、
日本の場合は、日本といってもこれは南九州ですが、9つの項目を出させていただいています。実
際はこの中にたくさんの調査項目がありまして、比較のためにそれを出しているんですが。例えば
(1)－4、鹿児島県十島の悪石島。ここに竹の焼畑があるんです。これはさっき話をされた姫田さん
の研究所にお願いをして、1時間程度の記録映画を作らせていただいたんですが、そこのおじさん
が「ああ、先生。1年目はアワヤマよ。2年目はタケノコバタケ。3年すれば元のヤマ。10年すれば
またアワヤマ」と言うんですね。アワをつくる山というのは、焼畑のことです。
これは衝撃を受けます。われわれは30年から40年して再び焼畑に焼くという常識を今日まで教え
込まれていたんです。ところが10年すればまた元の山に戻る、というのはまた焼畑ができるという、
きわめて循環再生の速い焼畑であるということが分かってきたんです。これは大きな驚きでした。
しかも1年しか作物を作らない。それで山に戻すと。そのあとは山菜畑になり、3年すれば元の親竹
と同じ高さに成長する。これが竹の焼畑だということなんです。これは熊本県の五木村でも同じこ
とを言っています。「再生が速いというのが何よりも竹の焼畑の特徴である」と。
それから、鹿児島ではタカバイという言葉がありまして、竹を焼いた灰を貯める小屋まであるん
です。灰を焼くというのは、明治時代の日記なんかにも出てきます。江戸時代の人はこれを田んぼ
に撒くんです。これなんかも技術的には竹の焼畑の延長線上にあるのだとわたしは思っているんで
すが、このように、意識的に木よりも竹を焼畑に選択するという認識が非常に強いわけです。
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4番目の混植。混ぜて植える、混ぜて撒く、混
こん
播
ぱん
、混作みたいなものがあるんです。九州山地で
はアワとヒエを一緒に撒きます。「おばさん、それは難儀だろう。収穫するときどうするんだ？」
と言ったら「ヒエとアワとを見間違うやつがいるかい」というわけですね。「若い連中が摘んでそ
れを家に持って帰れば、年寄りたちが仕分けをするんだ」と。見事に若い者と年寄りの仕事が分か
れているわけで。しかもそういう混播は常識なんですね。
あるいは、九州山地の焼畑を見ると分かるんですが、お茶がこう、出てきます。自然に出てくる
んですが、その間に作物を作っているんですよ。アワやヒエや、そういう物を育てている。一方で
はお茶が大きくなりますから茶を摘んで。先ほど徹底して雑草を排除する、というふうに…。もち
ろんそういう面もあるんですが、畑の中に生えている物はそのまま生やして、一緒の畑にいろんな
物が植わっているんです。これが九州山地の焼畑の特徴であります。あるいはコウゾの木が生えて
くる。それは切らない。育てるんです。そこからいわゆる林産物、そのあとにはもちろんゼンマイ
やワラビやウドや、そういう物が全部出てくるからそれを採るわけですよ。言ってみれば、焼いた
おかげでそれが出てくるんです。
これまでの焼畑の研究は作物だけで、作物を作るときだけが焼畑だ、という議論を、佐々木高明
さんも野本寛一さんもずーっとしてきているんです。だけど焼畑民の焼畑というのは、畑を自然に
戻してからも再生するまでずっと、そこからいろんな物を得るわけです。タケノコが出る。それを
食いにイノシシが来る、シカが来る。そこは狩猟場に変わるわけです。山菜場でありながら狩猟場
である。あるおじさんはわたしに「アラシ(焼畑跡地)がなけりゃ出作り小屋の屋根も葺
ふ
けない」と
言う。そこに出てくるカヤが屋根葺きの材料になるわけです。
佐々木さんが五木の焼畑、日本の焼畑というものを書いたときは、ちょうど山を焼いて、作物は
作るけど、作物を作っているのは杉の苗を植林したその間に作物を作っている、というような状況
だったんです。それも焼畑文化の延長上にあった植林文化だったんです。そういう聞き書きを1つ1
つ具体的に、まさに部分、部分を徹底してやっていくわけです。全体ではないんです。部分、部分
の小さな事実を積み重ねていく。
それで、次は雑草の話です。五木村で白石スギというおばさんが、ある日行ったら家の周りの定
畑で草を取っているわけですね。その草の名前をずっと聞きながら「どんなふうにして利用するの
か？」みたいなことを聞いて。最後に「おばさん、焼畑で一番困る草は何よ？」って言ったら「そ
れはハナガラよ」と言うわけですね。「このハナガラというやつは人間が抜くと人間を脅迫するんだ」
と。「騙し、脅しをするんだ」と言うわけです。どんなことかといったらそこに書いておきました
が「ヤケバフシナットノコロ、イクレバクエフカソ、カワニナガセバヤナギニトマロ」という。人
間に向かってそういうことをする。それは、「俺を引き抜いて燃やしてみろ、一節だけでも生き残
ってやる。俺を引き抜いて土の中に埋めてみろ、焼畑地を崩壊させて山崩れを起こしてやる。俺を
引き抜いて川に流しても、柳の根っこにとまってまた再び山に這い上がって増えてやる」と脅すん
だというわけです。わたしはそれを聞いて、すぐ鹿児島に帰って小野重郎というわたしの鹿児島で
の民俗学の先生に「先生、こんな面白い雑草がいました」と言ったら「ああ、物言う雑草ね。川野
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さん、それは面白いからやってごらん」と。しかし日本列島ではなかなか探せなかったんです。だ
けどこういう草がいるというのが分かって、九州山地、四国山脈、その辺りでこういう伝承を聞く
ことができるようになり、それをまたラオスで展開するわけです。
それから焼畑の問題で、脱穀調整の問題があるんです。これは九州山地では3つ脱穀をする方法
がありまして、1つはイリビエ（炒り稗）といって大きな鍋でアワにしろヒエにしろ穀物を炒る。
そして突いて籾殻を取るという。精米する。それからコーカシビエ（焦がし稗）というのは、籠に
作物を入れて、下から火を焚いて火力乾燥させるという方法です。それから3番目はイデビエ（茹
で稗）といって、蒸して、それを乾燥させて、精米をするという方法。この3つがあります。これ
は野本寛一さんも詳しく書いています。しかし不幸だったのは、柳田國男が言った「焼米」という
のは全く同じだったということを、つないで考えなかった。それは、焼畑の脱穀調整法は焼米は焼
米と別々に考えたわけですね。その原因は柳田が「焼き米というのを作るのは火を通して神聖な食
べ物にして、田の神様などに供える供物だ」と規定してしまったからです。それからもうずっとそ
れが聖域になって、それが焼畑の脱穀調整技術と同じだと理解しない。別物だと理解する。そうい
う不幸がありました。
それから食べ物で三穀飯というのがありまして、これは混食というものです。それからタケノコ
の食べ方も、焼きタケノコ、干しタケノコ、塩漬けのタケノコというやり方があって、これもきっ
ちりとラオスのタケノコの食文化と共通しています。これらの諸要素がわたしの現在の焼畑の研究
の大きな柱になっています。
それでラオスの焼畑ですが、竹の焼畑が出てくればいいな、そう思って聞いてみたんです。そう
すると、竹の森がやっぱり土に水分があるから稲が枯れない」と言うんですよ。どの竹が一番いい
か、2番目はどれかと聞くと、ちゃんと答えるんです。それは、土地に水分を多く含んでいる竹、
という順番なんです。それで「木の森はどうか？」と言うと「土地が乾燥しているから稲が枯れる」
と。
皆さん、不思議でしょう？木の生えている所はみんな水分がないというか、自然のダムだとかっ
てみんな言うでしょう？ところが木が生えていると土地が乾燥するというんですよ。これをこの前
大分の焼畑サミットで阿蘇の野焼きをやっている人が「阿蘇の草原に木が増えだすと川の水が枯れ
る」と言いました。「木が増えると山から水がなくなる」と、そういうことを言うんです。だから
焼くんだ、焼かなきゃいけないんだ、ということを言うんですが、ラオスの人たちも「木の森は乾
燥している。だから竹の森がなければいけない。よく燃えて灰が多く出る」と、九州山地と同じこ
とを言います。それから先ほど話がありましたけども、「森を変える」と彼らは言って、臭いカイ
ガラムシの巣とかショウガとかトウガラシとかウコンとか、そういう物を燃やしてにおいを出して、
ここを焼畑にしようと思ったときはそこにいる霊にまず出て行ってもらう。それで家に帰って寝る
と、そこの霊たちが許可しているかどうかというのを夢で告げると。伐採許可の夢は、水の夢を見
る。川の夢、水の夢、しかも濁った川の水を見ると「伐採していいよ」という。それはお米がたく
さんできるということなんだそうです。葬式を連想するような夢を見ると、それは絶対伐採は駄目。
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それをもし伐採したら、家の人間は死ぬ、病気になるという。だから今でもやらないんだという人
たちがいっぱいいます。
ところが現在、ラオス政府は保護林、活用林そして造林、焼畑と区切っておりまして、保護林や
活用林を焼畑にしたら罰則が下るんです。それで耕地がだんだん狭くなって。本当は10年ぐらい待
たなければいけないはずなのに、2 ～ 3年でもう切っちゃうわけです。そうするとだんだんだんだ
ん森が再生しなくなる。そういう所には霊は棲まないんです。「だからこうした占いも、もうだん
だんだんだんしなくなったんだ」というお話を語っております。
それからアカ族という人たちは、水源地は絶対に切らないです。水源地を切ったら病気になって
人が死ぬんです。ぼくはあるおじさんから「おれはあそこの水源地を切って田んぼにしたら、田ん
ぼにした途端に病気になってどうにもならなかった」そういう体験をいくつか聞いています。それ
から、竹筒を切って投げるんです。それが長くなったらいいんです。短くなったら駄目だっていう
んです。本当かどうか分かりませんが、そういうことを言って、とにかく自然の霊のお告げによっ
て、彼らは焼畑を切り拓くか切り拓かないかということを決定しています。
それから、竹と水という話をいたしましたが、竹と作物の関係を伝承しているカム族という人た
ちもいます。例えば、プライという竹の森を切ると、稲を植える。それからタネックいう竹の森を
切るとトウガラシ、ラハーンという竹の森を切るとタバコを植えるという具合いに、これはカム族
の間ではかなり濃密に記されています。このように、竹を強烈に意識して、焼畑地として選択して
いく人たちがいます。
火入れの問題でもう1つ言っておきましょう。これはタイもそうですが、焼いたあとに再び霊が
帰ってこないように、こういう竹の編のタレオという標識を畑の真ん中に立てます。そこはやがて
作小屋、秋には畑の穀物倉になる小屋を作りますが、そこの部分にこういうしるしを立てまして、
それで霊が再び入ってこないようにします。ですから立ち退いてもらうけれども来てもらうと困る。
これが日本の山の神に対する考え方とはかなり違うところであります。追い出してしまうというか、
立ち退いていただくというか。
そして山の霊は、一番位が高いというふうに言っておりますが、その一番位の高い神様でもおも
てなしをして、出て行ってもらって、そして再び入ってこないように、という。それから収穫の際
に、畑の穀物倉の四隅に竹を立てます。竹は一節一節、削り掻け（けずりかけ）がほどこされます。
徹底した竹の利用です。この隅っこのこれは「削り掻けをなぜするの？」と聞くと「霊が怖がるか
ら」と言うんです。そしててっぺんには、花なんかを飾って。この花は稲の魂が喜んでやってくる
からこれを飾る。悪い霊が来たときに入れないようにするんだというわけです。
これに対して、柳田國男が説いた日本列島の削り掻けは、すべて神の依り代であります。しかし、
南九州では、削り掻けは悪霊を追い払う削り掻けなんですよ。そういう物が見えてくる。そうする
と、ラオスに来るとまるで追い払う削り掻けになるんです。
それから、稲作神話の中で、人間が悪さをして稲がいなくなると語るんです。稲の魂が怒って人
間のところから逃げてしまうわけです。どこに隠れるかというと、竹の節に隠れるんです。そして
あるとき、焼畑を切り開きに行って竹を切るとそこから７粒の稲種が出てきて、それを畑に撒いて、
そして豊作になり、だんだん豊かになっていったという。まるでかぐや姫の話ですが、そういう竹
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と稲というものを直接結びつける、そういう神話もあります。
それから８番目の『焼畑と混植』。これは稲の種と一緒に混ぜて撒く撒き方、いろんな稲の種を
混ぜて撒く撒き方、あるいは稲とは混ぜないけれどもいろんな物、作物を同一畑にばら撒くという
のがあります。
それがすべて食材になったり、あるいは道具を作る材料になったり、あるいは先祖を祀るための
ものとなっていくわけです。それから雑草ですね。同じであります。ニャーカッピーとラオス語で
いいますが、これはツユクサのことであります。ラオスでも試しに聞いたんです。そうしたらタイ
デン族では「おまえたちが水に捨てたらわたしは流れないよ」というわけです。南九州の柳の根っ
こに引っかかるよ、というのと全く同じであります。それから、燃える火の中に置けばわたしは燃
えないよ、と。それから伐り株の上に置く。伐り株というのは、これぐらいの所から切ってある。
根つぶしに切りません。それは萌芽を促すための、焼畑再生の技術なんですが、ここの木はこの辺
りから切ったら再生する、と。この木はこの辺りまで切っても大丈夫だとかいう知識を持っている
わけです。こういう高い木に置いたら、わたしは馬の背中に乗っているようで、高い所にいて涼し
いよ、というわけです。地面に落としてやるとはびこっていくわけです。焼いて、まだ燃え残って
くすぶっている、そんな中に俺を置いてごらん、そうすると一番寒い時期に日向ぼっこをしている
ようで気持ちがいい、と人間に向かって言うんだそうです。それからカムクエンという人たちは、
おれを倒れた木に置いてみろ、下向きに降りて行って、そしてやがて再生して実になるんだと。そ
してそれが弾け散って、また増えてやるよ、と。そして畑の頭の上側の縁におれを捨ててみろ。お
れは下側に向かって……つまり斜面のここに植えたらおれは上には行かずに下に戻ってくるよ。つ
まり畑の中にはびこるよ、ということを言って、自分を守ろうとするわけです。くぼみにおれを置
いてみろ。くぼみは水が溜まっている所です。そうするとおれは死ぬ、というわけです。何のこと
はない、そこが一番好きな所なんですよ。そうやって脅すんです。
これが、同じツユクサなんです。そういうことがどうしてあるか？	日本列島でも限られている
んですよ。今確認できるのは岐阜県の徳山村、それから対馬の南側で聞いたのはこれしかない。し
かもそれは焼畑地帯なんです。
今のところ九州の山地と仁淀川の上流の椿山では「カマツカと言うんだ、それは」と。「この草
は人間に向かって嘘をつくんだ」と言うわけです。「3,000日の日照りより一寸の土の下が怖い」と。
つまり「3,000日の日照りがあっても、おれは大丈夫だよ」と言うんです。だけど「一寸下の土に
埋められると、おれはもう怖くてしょうがないんだ。死んじゃう」というわけです。何のことはな
い、そこから芽を出すんですからね。
それで、そのとなりの愛媛県の東
とう
温
おん
市という所では、それを木の枝に置いておくと人間に向かっ
て次のように言うんだそうです。「木の枝に3年休んで涼しかった」と言って地面に下りてくるとい
うことです。今、最北限はそれぐらいしかないんですよ。出てくるとは思えないですね。もう本当
に置く場所やツユクサがとる態度は、南九州で聞かれるツユクサの伝承と全く同じです。
今日みたいに途中に位置する台湾や沖縄などを調べないといけないんですが、とりあえずわたし
の領分を守って、つまり、竹の焼畑にしても、このツユクサにしても、竹の背負いかごにしても、
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魚籠にしても、みんな極めて微細な技術まで一緒なんですよ。伝承の微細なところまで一緒なんで
すよ。こんなことがどうしてあるのかと。ですから、何でラオスなのかというと、南九州を知るた
めにはその方が便利だというわけですね。
それで次に生育促進儀礼、これはちょうど虫除けみたいなことをやるんですよ。ただ、その中で
も非常に面白いのがありまして、これはタイルーという人たちなんですが、稲が膝の高さぐらいに
なった時に、男女一対の魚、計2匹、そして家で一番多くの卵を産んでひなをかえすメスの鶏を生
きたまま畑に連れて行って、「稲よ、豊かに育って実ってくださいよ」というお祈りをするわけで
すよ。そしてまたそれらを連れて帰るんですが、これには神話が付いておりまして、昔、タイルー
は稲をつくっていなかったんですが、どうして稲を食っていたのかというと、直径が７こぶし握り
ある大きな籾が、豊かな野生の森という所から飛んできていたということだそうです。秋になって
家の米倉をきれいに掃除して、何かで合図をすれば、護
ご
頴
えい
というもみを包んでいるものがあります
が、それが羽だということで、その羽で蜂のように飛んできて、そしてそれらが勝手に各家の米倉
に入るんだと。その籾は直径がこぶしの大きさで、削って食べてたと言うんです。
ところがある年、後家さんが掃除をしてるんだけど、1人だから作業が遅れる。ほかの全部の家
は掃除が済んで、きれいに米倉の準備が整った。後家さんは遅れて掃除をしていたら、ほうきの柄
が何かにかちんと当たって、それが稲に対する合図の音と同じ音がした。そうしたら一気に野生の
森から飛んできてみんなの家に入る。しかし後家さんの米倉は、掃除が済むのを入り口で待ってる
んですよね。そうしたらそのおばさんが頭にきて、「ほかの家の米倉に入って、おれの所になぜ入
らないんだ」と言ってぱちんと叩くわけですよ。そうすると粉々に砕けて、今の大きさのような小
さな籾になって、みんな逃げて行ったということです。その時にほかの米倉に入っている連中にも
声をかけて、みんな飛んで逃げるんですよ。逃げた先が森と水辺なんですよね。
これが象徴的なんですが、森に行った籾は野生の鶏の雌鳥が抱くわけですよ。それで、水辺に行
った籾は魚の雌が抱くわけです。そして10万年間、タイルーはお米がなくなって、イモだとか何だ
とかを食べていたということです。
そして、これも女性なんですが、10万年目に村の豊かな家の女性がいっぱい着飾って川に魚取り
に行くわけですね。そして雄の魚をつかまえます。そうするとの魚がきて、「それはわたしの恋人
だから許してくれ。そうすると稲の種をあなたに上げるよ」というので、それはもう稲の種が欲し
いですから、10万年間食ってないわけですから、稲の種をもらいます。そしてその種を持って稲作
を始めた。そのような稲種の起源、稲作の起源を語る神話を持ってるんです。だから、稲の魂を10
万年間守ってくれた男女一対の魚と、今は山のにわとりはいませんから、家で一番生産力のある鶏
を持って行って稲の成長を促進させるという儀礼をするということです。さらに、タイ族系の民族
は、稲の収穫の時に1本ずつ穂を摘んでいく穂摘具を用いますが、これも実は魚と鳥のかたちをし
てるんですよ。
また、アカ族なんかでは病気の時に虫などを排除する儀礼も持っている。日本の虫追いなどとい
うのもそのような文脈で考えていけばいいのではないかと思っています。
それから、収穫儀礼が1回で終わらないということです。1つは、お米が足りなくなった時に、ま
166
ず仮に米を刈ってしまう。しかも生米、青い米を刈ってしまう。これは柳田が言った焼米でありま
す。そして持ってきて鍋で炒ったり、火であぶったり、蒸したりして、搗くというのも、日本の焼
畑の稗米、粟米の脱穀調整の技術と全く同じであります。鹿児島には明治40年ぐらいまで、畑でつ
くる赤米、トボシ(唐法師)という赤米は食べ方が違うと書いてあるんですよ。それはどうやって食
べるかというと、一旦刈り取って、すぐに精米はしないで1回蒸す。それを天日に干して、臼と杵
でついて精米して、そしてもう1回炊いて食べるんだと書いてあります。これはラオスの焼き米の
方法と全く一緒なんですね。
それから、本格的な刈り始めの儀礼、そして次に、籾倉に収納する収穫儀礼、そして初めて食べ
る儀礼というのが複雑に何重にも重なっておりまして、それを1つ1つ見ていくと、日本の各地に残
る地域で変形したと思われているような儀礼が、実はもともと柳田國男が想定した1つの系統では
なくて、いろんな系統の民族の文化が今も受け継がれているのではないかということが想定される
わけです。
それから13番『焼畑跡地への眼差し』という部分で、そこには再生過程、ウドムサイ県ガ郡ホイ
リアン村（カム族）の、竹混じりの森の再生過程と木だけの森の再生過程とを示しています。竹が
混じった森は大体８年たったら伐れる、年取った森になる、あるいは９年ですね。８～９年で切れ
るということです。ところが木だけの森が年取った森になるためには14 ～ 15年かかるということ
ですね。そのような違いを彼らはちゃんと認識している。それから、ポンサリー県ラオクー族とい
う人たちは、ヒヤポー・シア（蜂の巣は７日）、ヤポー・シヌ（畑の巣は７年）、つまり７年たてば
また焼畑にできるということを言うわけです。焼畑土地の竹の利用ということがありまして、ニャ
ンム	カニョム	プ	セ	マ（竹が若い森の時はたばことともに食べます）と。これは、竹の歯ブラシ
にして歯を磨くということです。
また、再生過程の森の利用として1つには、きのこ採集というものがあります。見事なきのこで
あります。それから野生の野菜があるんですね。例えばラタンですね。ラタンの新芽が出たり、バ
ナナの芯だとか、そのようなものはほとんど採集して食べています。わたしが行くと女の子たちが、
いつも山をフラフラ歩いています。あれは何をしているのかと聞くと「ああ、夜の食事の野菜をと
っているんだよ」ということをよく指摘されます。
それから先ほども言いましたように、再生過程の森に住む「猪と狩猟と竹の罠」というのがあり
まして、再生過程の森にしかイノシシは棲まないということです。11月に収穫をしている時に行っ
て、イノシシの話や、罠のかけ方を教えてもらって、イノシシはどこにいるのか聞いたら「ああい
う所にいるんだ」と言うわけですよ。それは再生過程の4年ぐらい経った森でしたね。「あの深い山
にはいないのか？」と聞いたら「あんな所にいるもんか。あんな所にいたら姿が全部見えて、イノ
シシは全部とられるから棲まない。」と言うんです。ですから再生過程の森は狩猟場でもあるわけ
ですよね。
それから、この竹の罠というのは面白いんですよ。だれかが後で言うのかもしれませんが、罠の
かけ方があって、それは万国共通ですが、わたしが見たタイルーの罠は、次のような罠でした。普
通は罠が外れたらバネでヤリが飛ぶようになってるんですが、ヤリがない罠があるんですよ。「そ
167
アジアの焼畑から何がみえるか
れは何だ？」と聞いたら「これはイノシシが通ったときに少し骨が折れるぐらいぱちんと叩くんだ。
そうすると森に帰って、あの辺りに行くとこんな痛い目に遭うと言って話しをする。そうした話が
伝わると学習をして、イノシシがその辺りには近付かなくなるんだ」と言うんですよ。全滅させる
よりも、今はやりの言葉で言えば、「人間もイノシシも生きていく」という、そんな共生思想を持
っている人たちなんです。
九州山地の西
にし
米
め
良
ら
村のおじさんが、次のようなことをわたしに言って聞かせたことがあるんです
よ「サルを1頭とって役場に持って行けば4万円もらえる。そんな金なんか何にもならない」と言う
んですね。それで、「おじさん、どうしてるの？」と聞いたら、鉛弾だと問題があるんですけど小
さな鉄弾を少し、死なない程度に鉄砲で打つんだそうです。そうすると、そのサルは群に帰ってそ
の中で、「こんなに痛い痛い」とやるんだと。それを見た周りのサルは学習するから、「おれの畑の
近くには近付かないんだ」と言うんですよね。全くラオスと同じことを言うんですよ。そんなこん
なを聞きながら、結局は何かと言うと、何が見えてくるかというのは、「南九州の竹の焼畑は、そ
の焼畑からさえ埒外に置かれてきた。しかし、それは竹の森の再生力と水の含有とを強く意識し選
択した、森を食べ、森を育てる持続可能な農耕として見直すことができる」ということですね。
それから、今お話ししましたように、さまざまなものを一緒に栽培すると、いろんなものが混じ
っていて、食べるにしても植えるにしても、ものが混じるということを許容する文化なんですね。
異質なものを排除するという文化ではなくて、そこには、いろんなものを許容していく、いろんな
ものの存在を認めていく、そういう思想がこの焼畑の文化の中にきっちりと見えてくるというわけ
です。
それ以後、周辺のアジアを見ていくと、自分たちの地域の文化が「日本の文化」という枠組みよ
りも、むしろ周辺のアジアの少数民族の文化との共通性みたいなものが見えてくる。そうすること
である種の、これまで近代が担ってきた、国民国家の枠組み、近代国家の枠組みから外れて、開放
されて、われわれはもう少し自分の見つめる手法を獲得できるということです。
わたしの場合は焼畑を通して、「この近代日本国家をつくり上げたのはわれわれの先祖である」
という、あの悲劇的な呪縛から薩摩を開放してやれるのではないかというような、ひそかな楽しみ
を持っております。だから先ほどもお話をしたんですが、わたしがこういうことを言うと年寄りた
ちは、「鹿児島県庁に勤める人間がそんな自虐的な歴史観を言ってどうするか」と言って叱られる
んですが、負けずに言い続けているところであります。
宮平 盛晃（沖縄県宜野湾市教育委員会）
沖縄の焼畑
みなさん、こんにちは。沖縄県の宮平と申します。早速発表を始めたいと思います。
はじめに、今回の発表は聞き取り調査により確認できた焼畑の事例群を、分布、名称、伐開、火
入れ、耕作年数、作物、休閑年数に分け、その整理検討を通じて沖縄の焼畑の総合的把握を試みた
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いと思います。
今回、「沖縄の焼畑」というテーマで発表させていただくお話をいただいて、まず文献資料から
その調査をはじめました。250ほどの文献資料を検索した結果、15市町村、42集落で焼畑の事例を
確認することができました。資料検索をしていく中で、いくつか気づいたこと、疑問に感じたこと
があります。まず、沖縄の焼畑が扱われている論文が限られていること、また、沖縄には市町村史、
集落史、字
あ
誌
ざし
というものが豊富なのですが、その中に焼畑に関する記述が非常に少ない。また、沖
縄本島で確認されたのはすべて本島北部の事例です。中南部に比べて、山が豊富という意味では理
解しやすいですが、それでも約半数は沖縄最北端に位置する国頭村の事例です。国頭村以外の北部
他市町村や集落に焼畑はなかったのだろうか。また、山、丘陵というのは北部だけでなく中部にも
のびてきていることから、中南部には焼畑はなかったのだろうか。そのような疑問から、限られた
時間ではありましたが、121集落で聞き取り調査を行い、17市町村、75集落で焼畑を確認すること
ができました。
今回の調査は北部を中心に行いましたが、今後の調査により中南部、宮古島の事例が増えてくる
可能性もあります。
沖縄の焼畑の大半が、昭和10年代、20年代に途絶えたということもわかりました。よって、焼畑
の経験者、話者も非常に高齢化しており、ほとんどが80代半ば以上となっています。沖縄の焼畑を
どう呼んでいるかを確認したところ、沖縄と八重山ではそれぞれに特徴的な名前があります。沖縄
ではアラジ系。アラジ、アラジバル、焼畑をすることをアラジアキーンと表現します。八重山で一
番多い事例はアーラシ系。アラース、アーラシハタイといいます。イントネーションは少し異なり
ますが、沖縄のアラジ系に対応する言葉ではないかと考えられます。
次に、伐開についてお話をしたいと思います。誰の土地で焼畑をしたのか。一番多いのが個人の
土地、私有地でやったという事例が15例、そして集落の共有地で行ったとう事例も14例。私有地に
ついては小作して行ったという事例もあります。集落の共有地とは沖縄では村有地、字有地、部落
有地と表現されます。ここで3つの事例をあげたいと思います。本当北部の東村有銘では焼畑は集
落の共有地で行っていました。しかし私有地でも行っていました。
二つ目の事例は八重山諸島新城島上地では、共有地で焼畑を行っていました。それが明治頃、土
地の私有権、所有権というものが認められるようになり、有銘のように共有地でも、また私有地で
も焼畑をするようになりました。最後に西表島祖納集落では、上地集落のように共有地で明けてい
たものが、個人の有地で明けるようになりました。この変化が祖納集落では焼畑の衰退につながっ
たといわれています。この3つの事例から、集落の共有地で行っていたものが古い形、それが個人
の有地でも行うようになったと考えられるのですが、それが焼畑の衰退や形態とどう関わっていっ
たのかという問題は今後考えていきたいと思います。
焼畑が行われていた場所ですが、集落からのおおよその距離は約2 ～ 4km。徒歩で1 ～ 2時間の
場所で開けました。移動方法としては徒歩がほとんどですが、国頭村安波では、集落から太平洋に
延びる川から刳
くり
船
ぶね
に乗って直線距離で約2kmはなれた土地まで移動し、焼畑をしました。
169
アジアの焼畑から何がみえるか
ほとんどが傾斜地です。傾斜の激しい斜面で焼畑をしたという事例が多いです。しかし中には、
本当最北端の集落、辺戸集落では比較的平坦な場所で明けることもありました。こちらはサチバル
と呼ばれる畑ですね。集落から近い、平坦なアラジは常畑にするという事例も確認できております。
次に適地、どのような場所が焼畑に適していたのか、沖縄本島での聞き取りでは、草木の多いとこ
ろは土地が肥えている、少ないところでは土地が痩せています。植物が生えているかどうか、ある
かないかくらいの見極め方なんですが、八重山ではその場所にどういう植物が生えているか、その
植生でも適地かどうかがわかりました。ススキが生えている場所は焼畑に適していた。西表島では
焼畑のことをユシキパテ、ススキの畑というほどススキは焼畑に適していた。また、竹やぶという
事例もあります。竹やぶが焼畑に適しているということは川野和昭先生がご報告されましたが、そ
れと同じことが八重山でも確認できたのは非常に驚きでした。対して、阿壇、茅、コシダなどが生
えているところは焼畑に適していない、焼畑をしたところで作物の収穫が思わしくないということ
でした。
伐開の方法、主体、人数、道具、時期、期間などから見ていきたいんですが、時間の都合上主体
と時期をとりあげたいと思います。
まず、家族が主体となる場合が32例ですね。しかし、5人家族であれば5人だけでやるのか、とい
うのではなく、そのほとんどが近所や親戚の労力交換で行われます。これをユイマール、またはユ
イといいます。集落で行う場合でも、伐開というのは主に男性の仕事で、各戸から父親、または息
子がという事例が多いです。
また、伐開の時期ですが、沖縄諸島では1月頃、八重山では8月頃です。今回扱う月というのは全
て旧暦となっています。沖縄諸島の事例には1月のほかにも12月、または2月というのもあるんです
が、総じて冬ですね。八重山では夏に伐開。沖縄の聞き取りでは夏は暑いから冬にするんだという
答えもあるんですが、一番多い答えは、焼畑の初年度の作物、植え付け作物が甘藷(さつまいも)だ
から、その植え付けに合わせて伐開を始めるというものです。何月にするかというよりは、最初に
何を植えるのかということにより、伐開の時期が変わってくるようです。八重山で最初に植えられ
る作物は粟であります。10月～ 12月の時期に合わせて伐開を始めます。沖縄での甘藷の植え付け
は4 ～ 5月ですね。その3 ～ 4 ヶ月前から伐開を始めます。道具の部分でも一つだけあげたいので
すが、イシグェという小型の鍬をよく使ったといいます。全長40cmの小さい片手鍬です。集落か
ら距離のある焼畑地、または足場の悪い斜面での使用に重宝しました。イシグェは石の鍬という字
をあてます。八重山でもイシンガイといって小型の鍬を使用したようです。
沖縄の焼畑の特徴の一つともいえるのが、伐開した土地を分けるという事例です。20例で確認で
きています。家族が主体となり伐開する場合には必要ないんですが、集落が主体となる場合にはそ
の土地を分ける必要があります。これは全て沖縄諸島の事例であります。八重山では現在のところ
確認できておりません。そのうち10例はくじ引きで分けたといいます。その分け方は、同じ面積を
配分するのではなく、家族の人数、土地の肥沃度、集落間の距離、地形などを考慮して、広狭の差
をつけて配分したといいます。肥沃な土地は狭く、痩せた土地は広く。その際によく聞く言葉がタ
チワイ(縦割)、タチワヒ(縦分)という言葉です。分け方を体験した古老達の話で共通しているのは、
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先人たちの分け方の精密さに非常に驚いたということ。くじ引きといっても当り外れはなく、収穫
にも差はなかったという話でした。
62例で火入れの方法を確認することができました。主体、時期は伐開に対応し、植え付けの約1
ヶ月前に火入れをします。まず伐開を終えた土地の周囲に防火帯を設けますが、八重山では伐開す
る前、そのままの状態に火をつけて、伐開後にもう一度燃やす方法をとったところもあります。火
消し用の枝をもった方々が周囲に配置されたと聞きます。また、斜面の上から点火し、ゆっくりと
下に下がっていくという事例がほとんどであります。燃やす理由としては、肥料になるからという
事例が多いです。灰が肥料になるというのは沖縄に限ったことではないと思いますが、現在も常畑
で枯葉を集めて焼くという光景が見られます。そのほかの理由としては、片付けるため、殺虫、ハ
ブ除け（八重山諸島）があげられます。
耕作年数を50例で確認することができました。沖縄諸島では2年、八重山諸島では3年という事例
が多いです。理由としては、地力の低下、猪垣の耐久性の低下による猪の侵入、また虫の発生など
があります。
ここで、焼畑と常畑について考えていきたいと思います。焼畑を使ったあと、切り替えることな
く使い続けるという事例も15例確認できております。そのうち12例は初年度の作物は甘藷、肥料は
不要（2 ～ 3年以降から投入）で、初年度の植え付け作物と肥料の投入時期が切り替え式の焼畑と
共通しています。焼畑の切替式の衰退、常畑化への移行という動きがあったと考えられます。沖縄
本島で確認できた切替式の焼畑は、ほとんど北部の事例であり、その南限は伝承としてのみ残る読
谷村長浜の事例ですが、それより南には切替式の焼畑は確認できておりません。切替式から常畑と
いう動きが、中南部で特に顕著であったのではないかと考えられますが、その原因なども今後の調
査で明らかにしていきたいと思います。
作物の種類と順序を58例で確認することができました。沖縄諸島では全ての事例が焼畑後初年度
の作物は甘藷です。その次の作物も甘藷という事例も三分の二を占めます。穀物という点からみる
と、沖縄諸島では非常に少ないです。麦というのは1例のみ。また、粟は8例確認できておりますが、
最後に植えたという事例が8例中5例を占めます。
次に、八重山諸島の事例ですが、沖縄本島に比べて穀類が豊富で連作が少ないこと、また、類型
化できないほど集落ごとにバリエーションが見られるという特徴を持ちます。しかし、共通点とし
て、粟を主作物とし、甘藷を間作するという形が八重山の典型的なパターンではないかといえます。
ところが、初年度に甘藷を植えるという事例も5例確認できており、粟を植えるのが多い八重山で
何故最初に甘藷を植えるのか、その理由として確認できているのは、集落から比較的近くの水田に
粟を植えた。沖縄諸島でも粟や麦は焼畑ではなく、近くの常畑に増えたという答えが多いです。集
落から距離のある焼畑地と近くの常畑、その植え付け作物の関連性も今後考えていきたいと思いま
す。
甘藷の植え付け、収穫に使われた道具にアサンガニ(堀棒)という道具があります。沖縄本島中南
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部では、1回の収穫で鍬を使って全て掘り起こし、新しい蔓を植えるというやり方ですが、北部で
は大きいものだけを堀り土をかぶせるということを何度か繰り返します。1度の植え付けで3年間も
収穫することができる場合もあったといいます。
また、収穫に使ったのがティルという竹籠で、頭から紐で背負います。植え付け、収穫ともに女
性の仕事で、これも女性の道具とされています。
これまで文献、聞き取り調査等により確認できた事例を分布、名称、伐開、火入れ、耕作年数、
作物、休閑年数にわけ、その整理検討を通じて沖縄の焼畑の総合的把握を試みてきました。しかし、
総合的把握というよりは課題が浮き彫りになったように思います。今後の課題としては、本当中南
部や宮古島にはなかったのかという分布圏の問題、そして土地制度、他の生業との関わり、17世紀
初頭に入ってきたといわれる甘藷以前の焼畑の作物、植林、焼畑の常畑化、猪との関係などがあげ
られます。また、焼畑経験者の世代が非常に高齢化している。急がねばならない調査と考えられる。
今後、資料研究や聞き取り調査等により確認できると思われる事例群の整理検討を通じて、沖縄の
焼畑の更なる総合的把握を目指したいと思います。
山田 仁史（東北大学）
台湾の焼畑
わたしは台湾の焼畑についてお話しさせていただきます。まず初めにお断りしておきますと、台
湾の焼畑ということで今日対象にするのは原住民、または先住民という漢族ではない人たちです。
この人たちはオーストロネシア語族という、全て共通の言語の語族に属していまして、東南アジア
の人々、南西諸島の人々ともいろいろと共通の文化を持っています。
今回台湾の焼畑について改めて調べてみるということで、現状はどうなんだろうということを思
いまして、台湾で焼畑は過去のものとなっているとわたしは認識していたんですけれども、研究者
のメーリングリストで聞いてみました。そうしますと、今でも土地を簡単に焼いて粟を作るという
ことはやっている。ただし、輪作のようなことはやっていない。ですから、本格的な焼畑というよ
りは野焼き程度のものがされているようです。また、笠原政治先生からの情報で、1980年代には過
去のものになっていたという情報も得られました。ですから、今からできるとしたら聞き書きのよ
うなことかなと思っています。衰退がどういう風に起こってきたかということを考えまして、1970
年代初めの佐々木高明先生らの調査をみると、その時点でかなり衰退していたようです。さらに遡
って陳奇禄さんの1950年代の調査でも、既に儀礼は簡略化されていた。この一つの理由は、日本が
戦前の台湾を統治していた時代に、お祭りを簡単にするように簡素化させた。それが原因で日数も
短くなり、簡単になったということがあったようです。
今回は焼畑に関する過去の文献を調べて、そこで何がいえるかということをまとめてみました。
どういう文献があるかというと、台湾は17世紀のはじめにスペイン・オランダによる部分的な統治
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があり、そのときの記録が残っています。こういうものにも焼畑の記録が残っているかもしれませ
ん。それから、清の時代に漢文で書かれた資料があり、詳しく見ると詳細な記述でなくても何か出
てくるかもしれません。
戦前の台湾に関する文献では、農耕儀礼についてはまとまった記述がありますが、焼畑の技術的
な側面に関してはまとまった論文としては農業経済学の奥田彧氏が「台湾蕃人の焼畑農業」、「紅頭
嶼ヤミ族の農業」という論文を出しています。戦後になってもう少しインテンシヴな調査が各地で
展開され、陳奇禄先生の1950年代のブダイでの調査、佐々木高明先生の1970年代の調査、それから、
アメリカの地理学者のWayne	Foggが1974年と1975年に特にブヌン族のトンポという村でインテン
シヴな調査を行っています。
あまり知られていないかもしれませんが、台湾を中心とした伝統的な農耕に関する書誌に『台灣
土著農業研究書目彙編』という詳細なものがあります。
まず、技術的な側面ですが、今ご紹介した奥田氏らの1933年に書かれた論文に主に基づきながら、
それからわたしが今回改めていろいろ見直してみまして気づいたものも加えてお話していきます。
まず耕地の場所ですが、住居から2 ～ 3時間以内の場所に作っていました。佐々木高明先生のル
カイ族のキヌラン村の事例をみますと、集落から近いところ、徒歩30分以内のところにほとんどの
焼畑地と休閑地が固まっているという状況です。標高は700メートルから1000メートルのところに
固まっている。佐々木先生の考えでは、これが前からそうだったのかどうかはわからないといわれ
ています。戦前の資料をみますと、遠いところに耕作地を作ったときに出小屋を作っていて、これ
がだんだんと分かれていって村になったこともあっただろう。そういうことでわりと近いところに
焼畑地が集中するという事態が起きてきたのかもしれません。
また、休閑にしたときに地力を回復する方法が台湾では知られていて、榛（はん）の木を植える
というのが北のほうに集中して出てきます。台湾でもかなり民族差がありまして、焼畑のやり方に
しても、作物の割合にしても、かなり違っているんですが、北のほうのタイヤル族、サイシヤット
族、ブヌン族に関しては、榛の木を植えることで地味を回復させるということが戦前から行われて
きています。すでに鹿野忠雄が指摘していますが、これはインド東北部アッサムでも行われていた。
また、調べてみますと日本各地でも、中国でもやっていた。つまりアジアでは割と広く、榛の木を
休閑地の地味の回復に使うことを行なってきたのです。
竹林に関していえば、タイヤル族大
タイ
嵙
コ
崁
カン
群では、「竹林は叢地より地味良しと云ふ。之れ竹灰は
油強くして肥料となればなりと」いわれています。また、同じくタイヤル族の汶
モン
水
スイ
群では、「耕地
は傾斜緩やかなる樹林及び竹林を選ぶ」とも書かれています。これらは今まで気づかれていなかっ
ただけかもしれません。そういう目で資料を読みなおすとこれから気づかれることもあるのでは、
と思います。
また、かなりの傾斜のところに作っていました。当事者たちには、「このほうが腰をかがめない
で作業ができるから楽」という認識があったようです。
普通は山頂から山麓に向かって火を放ちました。そうするとじっくり焼くことができたといいま
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アジアの焼畑から何がみえるか
す。しかしヤミ族では反対に下から焼いたようです。タイヤル族などと違って焼却物がほとんど萱
のため、さっと焼いてもいいと書かれており、植生の違いがあったのかもしれません。
伐採を始める際には、儀礼的な畑に行き豚を用意します。それを村に持ち帰り、殺し、みんなで
食べる、これが伐採の開始の儀礼でした。その際に言葉を発することはタブーとされました。妊娠
中の女性に関わるタブーもよく出てきます。伐採の時期を決める際には鳥占や夢占で判断しました。
女性のほうがよく働く、ということもしばしばいわれます。ヤミ族では水芋を栽培しますが、こ
れは女性だけが扱いました。また、北に行けば行くほど雑穀の割合が高まるのが一般的な傾向です。
北のほうのタイヤル、サイシヤット、ブヌン、ツォウまでは粟の割合が高く、南のルカイ、パイワ
ンでは芋の割合が高くなります。
水田に水稲を栽培する風習は、台湾原住民族の風習としては見られませんでした。1895年に日清
戦争の結果として日本が台湾を領有するようになってから水田の奨励をしてきました。ところが、
現地の人たちの認識の中では祖先たちが守ってきたことではないこと、との認識があり続きません
でした。1920年代から30年代にかけて各地の警察官の指導により広まったとのことです。
現地では形や色で微細な品種の認識がされています。ブヌン族トンポ村では14種類のウルチ粟と
4種のモチ粟が認識されていました。ウルチ種にはその品種を栽培しはじめた氏族のものと思われ
る名前がつけられているものがあります。また、品種改良や交換も行われていました。また、台湾
の原住民は施肥はしないのが普通でした。糞尿を肥料にはしなかった。農具も石斧のような手鍬、
鉄鍬、掘り棒などが使われていました。害獣除けとしては鳴子も使われました。台湾では首狩をし
た場合に、頭骨になったものを穀倉にかけた例がタイヤル族には多くみられます。これは首狩が豊
穣をもたらすという観念を表すようです。
改めて資料をみると面白いことが書いてあるのが見つかります。例えば、輪作をすることに関し
て、「毎年同一畑に同一作物を栽培するときは畑は怒りて作物は充分稔らず」といういいかたがな
されていました。
ここまで技術的な側面について話してきましたが、もう一つ強調しておきたいのが精神文化の面
です。儀礼や神話をみていくことで焼畑の総合的な姿が浮かび上がってくるのではないでしょうか。
例えば台湾では、豊穣を祈る気持ちを独楽回しや毬遊びにこめていました。儀礼的に独楽を回すと
いうことは東南アジア各地でもみられた慣習です。
首狩についても、首は種の友である、髪の毛は種の友であるというような、豊穣と結びつける観
念が東南アジアに広く存在しました。全て生き物は仲良く生きていきましょうという考えがある一
方で、別の村の人の首をとってくることで収穫を確保してくれるという考え方もみられたのです。
また、粟の種を蒔く祭の際に動物の血を手に塗りつけたり、豚の血に粟の種を浸すという事例も
出てきます。動物の血に粟種を浸すことで豊穣が確保されるというような考え方、血に対する信仰、
血の持つ生命力に対する信仰もあります。特に台湾の原住民の文化というのは東南アジアの中でも
かなり古い様相を残してきたといわれているので、他の地域では当てはまらない面もあるかもしれ
ませんけれども。
焼畑について見る・考える場合は、技術的側面だけではなく、儀礼や神話などの精神文化も見て
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いくといいのではないでしょうか。新しい目で過去の資料を読み直すと発見が出てくることもある
のではないでしょうか。
台湾の原住民の文化は非常に多様で、沖縄と結びつく面もあるし、東南アジアと共通の面もある
が、ひとくくりにはできないところもあります。多様性ということを念頭において議論していく必
要があるのだと思います。
